
8
5

幡南

①
o
oO

8
9
，β1

8」甜妨
8
0轟版瑠陥磁

β

ムテス
シ

応対
トツネ

ー

タ
ン
イるす

理
管を図

地ル
タジ

デ
康
健境面

な
様
多

　仁靖二
二

　春光川早
子
典章蕪

机
眞
二
心神

山㎞脱
漏鴨㎝D

廿

㎏T
　

㎜郡
　

M
組・宜．

1
9D二

二　

H
田
血
　

m
　

m
．
WnE㎡㏄

・
W

山舟

翫

鋤
㎞蕊

濫
蹴
．
T
M

ロ
　
　

コ
　
コ
サ
　
　
　
　

㎞
塩
幌
㎞

鰹
㎜
器
ゆ

㎝
㏄
e
a
s
d

”
・
s
訂
那
叩
可

伽
溜
…
凱

謝
慧
鑑

盤
寵
誌

可
㎞
漁
獄
鉾
・
E

譜
欝
潟

湖
淵
溜

。
・

t
血
㎝
陀
㎞

加
榔
A
卵
ω
礁

臨
鵠
器

鵬
野
m
㎞
叙
㎡

靭
㎜
L
㎏
心
配

㎞
鼎
器
㎜

　
　
　
　

　

　
　
セ
　
　

㎜
謡
黙
切

…
翻
濃
川

留
羅
認

謡
謡
膿
一

雨
瀦
潔

㎞e
a田漁㎜㎝血』

磯
㎝㎞購M圖

●
1
9⑩B沿㎞鴨鐸K

　
　
　
“
、
，
改
文
で

前
に敵

軌
《
噸
・
禦

翻
櫛
鞭
認
鴛
鷲

轍
雅
鰹
撫

鏡
鐙
働
盈

謬
信
濃
瓢

ト
ン
配
た
に
一

を
発
図
開
地
を
た
ム
し
テ
成
ス
作
シ
が
る
ザ
き一
で

ユ
索
E
検
G
で

の
ト
数
ツ
複
ネ

　
，
一
は
タ
れ
ン
わ
イ

れ
　
，
わ
し

・
で
理

　
　
　
　
　
　
し
い
こ
管
　
．

ツ
コ
る
ま
般
ど
と
な
ぞ
括
た

ネ
の
よ
　

一
な
字
き
　

一
し

に
めじはし

ムテス
シ

理
管
図地二

　
成
を
レ

　
作
力
ぺ

　
で
で
ン

　
ま
係
ジ

　
れ
関
レ

　
こ
の
着

　
，
と
漂

　
に
究
や

　
め
四
布

　
た
る
分

例
う
よ
の

の
ら
に
質

図
も
費
旧

地
て
境
染

た
し
環
汚

れ
四
球
境

成
を

　
　
　
　
　
図
す
さ
数
け
い
）

　
　

@
　@
鰯蜉
ﾉ
盤
櫛

飢
　
し
入
ッ
D
　
行
に
示
て
い
M

ば
中
表
し
用
，
こ

　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
●
用
掲

に
作
れ
タ
き
　
ン
が
き
あ
地
た
　
報
野
ネ
る
：
一

時
を
そ
ジ
て
　
ウ
ザ
て
，
ル
新
　
四
分
一
い
元
タ

行
図
，
デ
し
　
ラ
一
つ
り
タ
が
　
理
な
タ
て
売
ン

流
地
が
の
供
　
グ
ユ
な
た
ジ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
々
ン
れ
販
イ

臨
海
剋
猟
曜
汐
陶
慰
乳
姪
謁
弾
帯
劇
蜘
鼠
峨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
）
に
イ
㎞
S

4
て
つ
ら
ト
　
バ
ツ
困
入
様
油

皿
願
桁
獅
わ
乙
弥
舞
軌
移
盗
淋
㎝
卿
広
痴
話

購
磁
蕪
鵬
謙
齢
総
譜
甜
榊
㈱

鍵
齢
初
霧
擬
豹
↓
謬
の
（
棚

撚
戯
し
簾
姻
腸
貿
倣
浸
岨
舵
調
辞
背
劉
障
曲
飛

　
行
成
以
ル
た
　
ド
自
た
る
図
な
　
シ
で
ツ
舟
三

　
　
四

　
欲

　
T
：
，

　
㎞
9
2

　
　
険
％
戯
瑠

灘
鵬
娼
㎞

　
加
．
㎜
q

躍
鰯

瓢
脇
畑

野
鵬
課

齢
㎞
誌

ア
。
・
K
叩
㎜

社
m
㎏
」
．
㎜

三
三



　

㎜O
号

囎

第報
研

衛
立

国
8
6

検
㎜
示
実

に
角
表
て

烈
…
…
　
地
イ
ク

㎜
揚
随

謬
響
染
峰

入
は
リ
地

を
果
こ
ま

↓
慧
認

ワ
検
ω
ユ
さ

一
●
窺
で
示

キ
る
㎝
こ
表

や
す
ω
こ
を

域
行
e
●
図

　
　
　

地
実
可
る
地

の
を
9
0
れ
の

象
索
出
さ
際

表
い
陥

を
し
欠

域
難
な

地
が
的

い
と
命

広
こ
致

に
る
は

ら
す
て

さ
示
し

て
表
と

し
に
二

合
上
方

結
図
示

を
地
表

士
を
の

同
タ
タ

図
一
　
一

地
デ
デ

，
な
学

は
た
科

図
新
，

地
，
う

二
二
可
の
が
二

合
一

鳳
あ
での
もな、

つ
よ
の下以

は二三な主
一

よにド

ー

ワ

ー

キ「」麟
掲
焔
翻
隙
控
二
二
も
即
下
世
図
を

世
ボ
可

全
」
も

・
索
み

D
検
込

レ
「
り

ノ

ベ
で
絞

レ
こ
る

（
こ
よ

る
　
，
に

れ
ば
ド

さ
れ
一

示
け
ワ

表
た
一

が
し
キ

図
索
●

地
検
う

界
を
行

な
な
：
Σ

と
く
3
域

造
狭
ル
地

構
が
べ
な

層
域
レ
ル
．

階
領
↓
カ
す

の
象
ア
一
山

で
対
ジ
ロ
を

ま
て
ア
：
図

5
つ
東
5
地

～
従
：
ル
な

一
に
2
べ
々

ル
る
ル
レ
様

べ
な
べ
↓
た

レ
く
レ
直
し
索
キ
の

，
多
↓
乙
類
検
・

　
　
　
　
　
　
　
図

は
が
界
道
分
る
に
地

そ

旗
行を

索
話
翫
で
あ
け
で
だ
々
ド
乗一
対

ワ
風一領

　
　
　
　
　
　
　
図
数
長
都
に
よ
ず
た
録
デ
成
呼
は
タ
ト

動
地
検
て
地
索
N
地
ル
全
．
．
造
に
ば
れ
登
る
作
を
タ
ー
イ

　
登
を

　
に
タ

　
ザ
一

　
ウ
デ

　
ラ
性
’
ブ
属
翫

贈
品

理
は
た
蓄

管
者
し
に

の
作
成
ス

ス
，
作
一

一
合
，
ベ

ベ
諭
し
タ
，

タ
た
出
一
は

一
し
び
デ
に
ル

一
溜
灘
鰍
練
墨
…
　
撚
総
論
鞭
燃

油
本
ω
メ
徽
ω
初
黙
羨
検
頴
躰
留
対
倣
ω
検
新
鷲
地

ル
す
タ
グ
ジ
ン
デ
ピ

統
デ
を
盤
ツ

な
，
あ
基
マ

ル
と
で
の
を

バ
こ
二
種
タ

一
る
必
の
一

ロ
い
が
こ
デ

グ
用
と
て
連

，
を
こ
い
関

は
図
る
つ
染

に
地
せ
に
汚

め
ル
た
域
減

た
タ
持
地
環

る
ジ
を
ア
に

す
デ
報
ジ
れ

決
つ
情
ア
そ

二
二
置
東
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赫
遊
が
殴

　
　
@
　@
　@
　@
　@
灘

　
　

ﾗ
工
灘
燃
一

に
と
あ

と
く
で

こ
な
ル

岸
少
】

海
も
ケ

，
図
ス

は
地
の

で
す
レ

　
　
ク

査
示
ト

調
を
一

の
布
メ

卦
分
伽

な
0
0

的
5
た

懲
干
し
媚
劇
示

諮
甜
灘
翻
讐
無
難
面
白
謙

の
示
な
が
　
な
性
　
地
る
の
　
調
も
る
　
地
駅

名
域地レ～

レ
の域
領●

↓
盟

二
日
ワ
の

成
成
一
二

二
作
キ
地

猛

號

e
a
舟紬脱㎜血

n
o
田幽此㎡

．
㎝

m四漁㎞㎞血訓説
F

の
図
地
●

一
は
三
門
誰
鑑

　
ダ
記
し
ガ
で
わ
サ
G
れ
図

　
ン
検
正
意
能
は
の
る
く
地

　
　
　
，
三
二
図
ど
が
て
の

考
ア
の

　
5
図
で
な
は
地
の
広
し
二

二・
る
地
の
う
除
た
界
に
録
1

　
あ
・
る
よ
削
ま
此
中
登
る

　
が
る
れ
る
や
　
全
界
を
め

あ
わ
す
正

で
行
力
修

目
て
入
の

項
つ
を
タ

カ
よ
タ
一

入
に
一
デ

須
タ
デ
た

必
一
い
れ

は
デ
し
さ

の
た
正
忌

も
れ
，
登

た
さ
は
旦

い
力
に
一

引
入
め
　
・

を
に
た
る

ン
こ
の
あ

イ
こ
索
で

ラ
　
，

，
世
図
求

蟹
稀
劇
倣
聖

川
櫨
淋
砿
聴

姦
鯨
餓

…
…
“
こ
の
欝

　
つ
が
，
し

初
誘
ザ
ば
探

　
蒲
撫
職
皿
恥
肌
殴
二
三
鮒

　
伽
加
“
伽
を

　
　
　
　
　
　
　
作
を
入
い
検

　
　
　
　
　
　
　
を
報
に
置
ら

　
㎞
記
れ
・
m
④

　
　
　
　
　
　
　
円
情
バ
に
か

　
W
㎝
さ
W
佃

　
　
　
　
　
　
　
A
二
一
上
ザ

　
實
甜
積
は
r

　
　
　
　
　
　
　
M
属
サ
バ
ウ

　
㎝
團
蓄
雛
㎜

　
　

溶
解
㎞

　
　
　
　
　
　
　
す
か
幻
ユ
，

　
　
　
　
　
　
　
示
ザ
m
は
は

　
一
な
愈
サ
h

　
　
　
　
　
　
　
幽
門
鯨

要
欄

　
　
　
　
　
　
　
流
ブ
所
体
ユ

　
　

@
　@
　@
脚

概
の
地
一
∬
用

払
肋
虹
私
撃
姻
二
野
晩
鹸

畷
㎝
瀦
讐
麟
網
棚



8
7

発
開
の
ンジン

工
索
検
用専

の
ト

ツ
ネ
】

タ
ン
イたし

化特に野分

　

㎜
㌫

果結

3
に
分
準
る
軌
第
ら
て
翫

で
部
る
い
あ
垂
れ
じ
な

ま
大
す
て
で
り
こ
応
に

　
　
　
　
　
　
，
に
と

れ
の
幽
し
開
わ

こ
ら
発
雷
公
終
降
的
こ

は
れ
で
確
非
が
回
目
る

れ
こ
ト
を
は
認
れ
る
う

わ
在
ツ
動
バ
確
そ
れ
れ

れ
現
ネ
稼
一
の
●
わ
さ

わ
，
一
の
サ
作
る
使
覧

　
が
タ
で
で
動
あ
ら
閲

　
ノノ
閉

D
B

ｾ

ヒ
　
　
の

脚
凱

鴇
留
臨
椙

1
①

ヒ
n
θ研

彗

　
腐漁

犠

の

　
面
様
シ
　
む
ご
源
ら
る
で
B
お
デ
を
ば
に
ば
　
わ
る
る
の
ク
対
　
し
が
ま
る
が
考

　
昌

②

三
舞
㎞

墓
　

㎝獅お撫触四川螂加甲

’

鋤
恥

㎝M
山
曜蒔

肛
四晩

皿
㎜帥驚価螂鵬”㎞膿翫

ユ
聴



　

㎜Q
号1
8
1
第報

研
4
～

臨
終

立
国

88

……………………………　…
9

蟹■

一

剛
三
｛

●
？
0

圖
㎜
］

噂

1

‘

㌍
’

幽
幽

b
　
　
ド

　
　
マ

●

ー
ルベ

レ

「

幽
…
｝

露
濡

’

　
　
噛
　
ゲ
唖
萢

』
鱒
庸
　
　
，
ロ

ユ．
．
　
．
　
　
．

■

「
　
し

齢
陰

．
、
璽

、

層

ハ

匿
　
　
@
〆

」
’

0
．

　
　
一

＝
…
口
紹
霧

「

ゴ

断
”

■

一
，
戸
1

一
F」．

。

曜　
　
幅ノ

興
一

。
．
ゆ

史

撃
島

　
♂

　
創

2ルベ
レ

6

・
，
・
．
．

「

　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
’

，
ノ

’　
●

轍

魚
．
眠
蕎

窟
ぶ

3ルベ
レ

ズ
＼ぐ～

幅
．
開
罷

　
　
・
8
一
冒

圏

牌…
…

●

、

’

．
ゴ
3

●

●

鵡

　
　
　
の
　
　
　
サ

　
．
．
．
噂
↓
9
9
．

禦
監

野
…
…

麟
4ルペ

レ

　
㌧

一
■

　
、
．
－
．
．

髄

へ

．
F
り
覧

」
・
」
、

、
　
辱
●

．
㌔
　
，

究
一

㌦
．

’

　
　
　
　
評

ノ
’
　
一

　
〆
　
解

　
㌻

　
　

U

’

　

㌦
　
、
心

　
・
．
　
9
　
　
、

喝

’

層

　
篭
『
　
，
Ψ

、
じ
岡

　
㌔
．
・
。

　
山

　
，

蝋
亀

隔
、

　
♪二

9
・

@
蜘

髄

　
㌦

　
9
1

　
　
　
巳
　
o
亀
●

　
、
　
噺
．
■
凸

、
　
　
、

「
　
、

魅

等

　
　
レ
．
．
’

h
・
馬
．
．
㌧
一
　
．
一

　
　
噌

～
　
　
、
・

　
　
　
コ
　
　
し

、
鴨
．
曳
、

く
＾
亀

覧
♪

．

ρ

・
．

C
．
い
・
ヲ
・
．

o
『C
ノ

、
曽V

’

0

、噌 、

圃

r

伽，

●

●

四傭
τ

…
圃

●
●
●
■
●

駒ゆ
τ

P

世

㎞
｝

ｹ
3

5ルベ
レ

k鴨
k㎞㎏脚血㎝蛤叩M

㎡n
．
－
o

飢C5
．
駆

抵α鳳
●
1
9F



8
9

発開
のン

ジン

工
索検用専

の
トツ

・
不

一

タンイたし化特に
野分

タ
い
ン
て
イ
め
に
始
共
れ
勧
さ
面
売
愉
溌
　
力
鵬
ム
・

把
テ
る

醒
ス
あ

恵
シ
で

賎
輪

寂
簾
階

最
機
燭

・
信
ま

る
配
あ
で
し

で
ト
か

と
ッ
し

こ
・
不
の
一
翫

辞謝

献文

鯨
痛

嵐
以
言
ノ
助

一
の
株
く

（
　
多
、
ま

h
ソ
ー

　
リ
ヒ
た
一
誘
棘
親
の
射
㈱
開
ク
を
ツ
　
　
む

ム
イ
る

テ
フ
す

ス
ラ
謝

シ
グ
感

の
ト
に

ご
一
こ

　
カ
，
」

舐

梅磁B位㎜㎞
㎞
η
副
僻
聯鴨㎞

鳳

㎞
’
－

鳴
舐

澱
欝K
肋
D

訳註
時
当
・年

9
7
1
9

た
つ

ま
始が事仕の

こ

瓜呂
こ

の
こし

だた1註


